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関長に上関
西
田
町
長
の
退
任

に
伴
う
後
任
の
長
浜

町
長
選
挙
の
投
票
が
、

九
月
十
A

一
日
に
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
上
田
邦
彦
氏
(
五

六
・
長
浜
)
が
五
千

三
百
五
十
七
票
を
獲

得
し
て
初
当
選
、
新

町
長
に
決
ま
り
ま
し

た。

一
上
聞
新
町
長
略

歴
一
長
浜
町
建
設
課

長
、
総
務
課
長
、
同

助
役
、
長
浜
町
土
地

開
発
公
社
副
理
事
長
、

長
浜
高
卒
、
長
浜

込盟国

あ

しも

来」

つ
上

田

邦

彦

い
ま
す
が
、
「
人
と
物
の
動
く
町
ゃ
つ
く
り
」

に
全
力
を
捧
げ
て
い
く
覚
悟
で
応
り
ま

す
。

地
方
自
治
体
の
む
か
れ
た
状
況
は
非

常
に
厳
し
く
、
「
町
づ
く
り
の
戦
国
時
代
」

と
か
「
生
き
残
り
の
時
代
」
な
ど
と
一
一
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
形
で
町
マ
つ
く

り
に
拍
車
が
か
か
り
、
山
積
す
る
行
政

課
題
の
中
で
「
個
性
化
a

つ
く
り
」
が
非

常
に
重
要
視
さ
れ
て
む
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域

の
皆
様
に
英
知
を
結
集
し
て
項
き
、
育

み
培
わ
れ
た
歴
史
・
資
源
・
文
化
な
ど

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

厳
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
む
慶
び
申
し
し
し

げ
ま
す
。

先
般
行
わ
れ
ま
し
た
長
浜
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
で
は
、
皆
憾
の
ご
支
援
ご

支
持
を
賜
り
、
身
に
余
る
成
積
を
も
っ

て
当
選
の
栄
に
浴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
、
歴
代
の
町
長
の
ご
意
志
を
承

継
す
る
一
方
、
町
民
の
皆
様
と
の
「
ふ

れ
合
い
」
を
深
め
、
三
十
六
年
間
の
行

政
経
験
を
糧
と
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ

の
特
性
を
活
し
た
子
守
つ
く
り
の
「
里
ゃ
つ

く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
働
く
場
所
守
つ
く
り
・
生
活
基
盤
守
つ

く
り
の
た
め
の
「
町
守
つ
く
り
」
を
進
め
、

町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
生
活
の
安
定

を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
妬
海
工
業
団
地
へ
の
企
業
の

早
期
立
地
、
港
湾
整
備
を
枝
と
し
た
交

通
通
信
体
系
の
整
備
、
農
林
中
小
産
業
の

基
盤
整
備
、
商
工
観
光
の
振
興
、
ふ
る

さ
と
マ
つ
く
り
特
別
対
策
事
業
な
ど
を
重

点
的
に
推
進
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
と
並
行
し
て
、
心

と
文
化
を
高
め
潤
い
の
あ
る
「
心
守
つ
く

り
」
を
目
指
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
、
公
民
館
害
集
会
施
設
の
建

設
、
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な

ど
町
民
の
皆
凶
悼
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
来
た
る
べ
き
一
一
十
一
世
紀
を
展

望
し
た
「
豊
か
で
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
に
遁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
共
、
格
別
の
ご
指
導
ご
鞭
躍
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。
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一時一一一一吋困T長選挙圏盟盟国

長

j時

開I

長

任
期
満
了
に
伴
う
長
浜
町
長
選
挙
は

九
月
七
日
告
示
、
十
二
日
に
投
票
が
行

わ
れ
、
即
日
町
体
育
館
で
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
は
八
千
七
百
八
十
人
で
、

一一一…一一

当選 5，357上田邦彦

1，735頼永一夫

投
票
者
総
数
七
千
二
百
五
十
四
人
、
投

票
率
は
八
二
・
六
二
%
(
前
回
昭
和
六

十
一
年
八
六
・
三
三
%
)
、
棄
権
者
は
千

五
百
二
十
六
人
で
し
た
。

初
出
選
の
上
田
氏
は
、
前
助
役
で
、

今回(平成2.9.12) 前回(昭和61.9.16)

有権者数 8，780人 9，131人

投票者数 7，254人 7，883人

有効票 7，092票 7，612票

無効票 162票 271票
(持ち帰り Z)

投票率 82.62% 86.33票

選
設
票
率
八
二
@
六
二
銘

「
町
民
の
皆
様
と
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
、

町
の
均
衡
あ
る
発
展
と
生
活
の
安
定
を

図
り
、
潤
い
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

長浜町長選挙投票結果
投 票 区性別有権者数投票者数 投票ヰ:

男 543 1 414 76.24 
第 l 投票区 k 1 663 1 546 82.35 
(長浜田I体育館) 計 1，206 I 960 79.60 

3坦 534 399 74.72 
第 2 投票区

女 671 552 日2.27
(長浜小学校)

計 1，205 951 78.92 
第 3 投票反 F月 37 30 81. 08 
(青島コミュニ 女 54 40 74.07 
ティ七/タ ) 91 70 76.92 

男 219 188 85.84 
第 4 投票区

女 250 218 87.20 
(今士方隣保館)

計 469 406 86.57 
男 154 123 79.87 

第 5 投票区
立 173 136 78.61 

(晴海集会所)
計 327 259 79.20 

男 302 250 82.78 
第 6 投票区

立一 338 291 86.09 
(櫛生小学校)

640 541 84.53 
男 63 59 93.65 

第 7 投票|メ
立 70 63 90.00 

(須沢公民館)
百十 133 122 91. 73 

第 8 投票 lぇ 男 338 274 70.62 
(高齢者ゴミュニ 女 448 364 81. 25 
ティ七ンター) 員十 836 63月 76.32 

男 281 230 81.85 
第 9 投票区

女 321 278 86.60 
(出 I島小学校)

戸十 602 508 84.39 
男 540 435 80.56 

第 10投票区
f;_ 596 519 87.08 

(大和公民館)
~t 1.136 954 83.98 
男 293 258 88.05 

第 11般票区
立 332 295 88.86 

(豊茂公民館)
員十 625 553 88.48 
男 392 322 82.14 

第 12投票区
女 483 423 87.58 

((jィ竜公l(長官)
員十 875 745 85.14 

男 110 95 1 86.36 
第 13 投票|ズ

女 99 88 1 88.89 
(戒 111小学校)

計 209 183 87.56 
男 199 171 85.93 

第 14投票区
女 227 193 85.02 

(柴公民館)
計 426 364 85.45 
男 4.055 3.248 80.10 

言「 女 4.725 4.006 84.78 
計 8.780 7，254 82.62 

時
民
総
ぐ
る
み
で

ま
ち
づ
く
り
を

f

ー
西
田
町
長
退
缶
あ
い
さ
つ

1

可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
今
後
の
本
町

の
大
き
な
拠
点
と
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
の
活
性
化
に
、
有
効
に
働
い

て
く
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。第
三
次
開
発
事
業
に
つ
き
ま
し
で
も
、

ま
さ
に
二
十
一
世
紀
の
時
代
に
本
町
を

語
る
意
味
で
、
大
変
重
要
な
事
業
に
な

ろ
う
と
位
置
づ
け
を
し
て
わ
り
ま
す
。

先
般
行
わ
れ
ま
し
た
町
長
選
挙
に
む

き
ま
し
て
、
上
田
邦
彦
氏
が
議
員
各
位

を
は
じ
め
町
民
各
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
も
ち
ま
し
て
、
あ
の
よ
う
な
立
派
な

成
績
で
も
っ
て
当
選
さ
れ
た
こ
と
は
、

私
に
と
り
ま
し
で
も
大
変
、
心
強
く
岡
山

い
ま
す
。
上
田
氏
は
、
行
政
経
験
豊
富

で
、
長
浜
の
実
情
と
い
う
も
の
も
よ
く

ご
存
じ
の
方
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
我

々
の
ふ
る
さ
と
長
浜
に
寄
せ
る
愛
情
と

い
う
の
も
人
一
倍
持
た
れ
て
む
り
ま
す
。

今
後
、
上
間
町
政
の
も
と
に
、
行
政
・

議
会
・
多
く
の
町
民
の
方
々
の
一
致
、

協
力
、
こ
う
い
っ
た
形
で
臨
む
な
ら
我

々
の
理
想
で
あ
り
夢
と
す
る
、
ふ
る
さ

と
が
出
来
得
る
も
の
と
確
信
し
、
心
か

ら
ご
期
待
を
巾
し
上
げ
ま
す
。

四
年
問
、
告
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
、
ま
た
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
渇
か
い
ご
理
解
、
ご

支
援
に
対
し
て
は
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

本
中
!
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

九
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
聞
か
れ

た
長
浜
町
議
会
第
三
同
定
例
会
で
、
丙

田
町
長

l
写
真

1
は
、
次
の
よ
う
に
退

任
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

開票にあたる事務従事者

「
昭
和
六
十
一
年
九
月
、
皆
さ
ん
の

ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
町
長
に
就
任

さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。
以
来
、
今
日
ま

で
一
期
四
年
間
、
未
熟
な
が
ら
も
一
生

懸
命
皆
さ
ん
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
努

力
し
て
参
り
ま
し
た
。

行
政
の
使
命
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
ハ
ー
ド
面
に
わ
き
ま
し
で
は
、

国
道
、
漁
港
、
学
校
施
設
等
、
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
新
た
な
る

進
展
を
見
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
入
計
つ
く
り
を
中
心

に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

ご
婦
人
や
青
年
の
方
々
の
考
え
方
の
中

に
、
少
し
ず
つ
向
分
達
で
、
「
ま
ち
手
つ
く

り
を
や
っ
て
行
こ
う
」
そ
う
い
う
よ
う

な
芽
が
、
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す。
ま
た
、
同
年
聞
の
中
で
実
に
う
れ
し

い
事
と
言
え
ば
、
第
二
次
開
発
事
業
(
拓

海
工
業
団
地
)
の
完
成
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
妬
海
同
地
は
、
永
遠
に
長
浜
の
土

地
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
、
非
常
に
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納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

閣盟国盟国人権作文@年金関係

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た

か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

老
後
や
万
一
の
と
き
、
一
番
た
よ
り

に
な
る
の
が
年
金
で
す
。

と
こ
ろ
が
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
万
-
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎

年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
ば
か
り
か
、
未
納
期
聞
が
長
く
な
る

と
将
米
、
老
齢
基
礎
年
金
が
う
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
付
期
聞
か
ら
一
-
年
た
つ

と
、
あ
と
で
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
期
日

告
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
所
で
、
い
ろ

日
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
た
。
そ
の
中
に

が
は
、
お
じ
い
さ
ん
や
ム
お
ば
あ
さ
ん
か

~
ら
小
さ
い
チ
供
、
健
康
な
人
か
ら
身

↑
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
ま
で
い

吋
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
。
考
え
て
み
る

が
と
、
な
ん
と
多
く
の
人
々
と
出
会
つ

~
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

が
こ
の
間
人
権
作
文
を
読
ん
で
、

ん
身
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
が
差

ん
刑
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
悲
し

ん
く
思
っ
た
。
そ
し
て
、
六
年
前
、
束

手
京
で
母
の
友
達
と
子
供
の
ハ
む
ち
ゃ

一
，
ん
に
出
会
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出

↑
し
た
。

一

そ

の

時

O
Oち
ゃ
ん
は
私
達
を

m

む
か
え
に
駅
ま
で
車
い
す
で
来
て

気なをろせド遊女全いずやじゃうでく
持か知のてルんのくだ、んろんにもれ
ちつら私、がだ子変け体はじの、、た
をたなはテテりだわでが、ろか歩そ
考けか、レレ、つら、白耳とにいの私
えどっ障ピピ好たな私山が見ってうは
る、た害をにき。い遠に聞てめいれと
と今か者見映な人普と動こいたるして
ら差てるア形通はかえたい人さも

本 O 、別いとイでの、なず。視達をう
当ピコ fロJとた 、 、で長泉はかれ
に元とい 。日瞳膏冨男雪概署雪男睡口もを 、きし
差やもうそを盤蝿記垂直量監沼田も O 向。け刀

川 52Tf?日マ日
0 出
ち
ゃ

ん
と
の

ま
で
に
、
き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、

口
広
振
替
に
よ
る
便
利
な
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
年
金
係
で
む
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

六
十
議
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
方
は

任
意
加
入
で
き
ま
す

六
十
歳
以
上
六
卜
五
歳
未
満
の
方
は
、

希
摂
す
れ
ば
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で

き
ま
す
。

加
入
が
遅
れ
た
り
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
っ
て
年
金
を
受
け
る
の
に
必

要
な
期
聞
が
不
足
す
る
方
は
、
任
意
加

入
し
て
期
間
を
満
た
せ
ば
年
金
が
受
給

で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
る
権
利
は
満
た

し
て
い
る
が
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が

あ
る
方
も
、
任
意
加
入
し
て
年
余
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受
給

し
て
い
る
方
や
厚
生
年
金
保
険
、
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

事
業
主
の
皆
諜
へ

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

労
働
省
で
は
、
十
月
一
口
か
ら
十
月

三
十
一
日
ま
で
を
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
と
定
め
「
加
入
し
て
・
き
わ
や
か

な
笑
顔
に
・
明
る
い
職
場
」
の
標
語
の

も
と
に
労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用

い
う
も
の
に
い
か
り
を
感
じ
る
。

六
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

A
7
の

生
活
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
身
近
な

所
で
差
別
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

話
の
よ
く
合
う

A
さ
ん
達
と
は
よ
く
遊

ぶ
け
ど
、
気
に
な
る
こ
と
を
よ
く
一
言
つ

左』
エ玉2

lt¥ 

た
り
す
る

B
さ
ん
と
は
、
あ
ま
り
遊
ぶ

気
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
差
別
の
一
種

だ
と
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

達
の
周
り
に
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
ケ

ン
カ
に
な
っ
た
り
、
友
達
同
士
が
い
が

み
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

保
険
)
の
未
手
続
き
事
業
の
解
消
を
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

未
手
続
の
事
業
主
の
方
、
労
働
保
険

の
加
入
手
続
き
は
早
め
に
ノ
-

詳
し
く
は
、
マ
八
幡
浜
労
働
基
準
監

督
署
愈

O
八
九
四
二
一
一
一
七
五

O

マ
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
君
。
八
九
二

二
四
一
二
一
九
四
ま
で
。

N
T
丁
よ
りお
知
ち
せ

平
成
二
年
十
二
月
一

H
か
ら
番
号
案

内
が
有
料
と
な
り
ま
す
が
、
左
記
の
適

用
範
囲
に
該
当
す
る
方
で
申
し
込
み
手

続
き
を
す
れ
ば
、
支
払
義
務
の
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
無
料
措
置
の
適
用
範
囲

件
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

次
の
障
害
を
有
す
る
方

。
視
覚
障
害
二
級

1
六
級
)

。
肢
体
不
自
由
(
上
肢
・
体
幹
又
は

乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変

に
よ
る
運
動
機
能
障
害
・
一
級

1
一
一
級
)

U
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次

の
障
害
を
有
す
る
方

。
視
力
障
害
(
特
別
項
痕

1
第
六
項

症
)。
上
肢
の
障
害
(
特
別
項
一
位

1
第
二

項
症
)

今
一
、
手
続
き
(
申
し
出
の
受
付
)

什
、
営
業
窓
口
来
庖
に
よ
る
受
付

ω、
郵
送
に
よ
る
受
付
(
身
体
障
害

者
子
帳
及
び
戦
傷
病
者
手
帳
に
で
確
認
)

な
わ
、
詳
し
く
は

N
T
T
へ
わ
た
ず

ね
下
さ
い
。

なカご 7うず F章
け小そ作害そ
れさのつ者し
ばなたてので
な心めい生
ら -5Iこききこ
なかはたでれ
しミ し当 、L、しミ カ冶
。ペコ干l、とくら
気達思道は
配ーうを反
り人。、対

を 干ムに
し人達

町手LマポLτ予ιτ手ιマ手ιτ子会づがふτ~て予ιτ手ιτ~苛~予L苛ポ乙常手L呪浮L呪~手ι弓手Lτ手Lτ手ιτ手ι呪ざι弓手ιq手ιτ手￡っ



騒霊曹

長提期的質事
必』
A 

引一一則

¥

円

制

門

川

町

~
警
ず
す

nJ

千

8v

~
持
河
川
同
日

3

句
併
は
品
問
リ
ザ
ー

銅

山

の

主

総

E
a
l
i
寸

総務費

1，214，373千円

(24.1 %) 

出

土木費

731 ，508千円
(14.5%) 件費

939，484千円
(18.6%) 

農林水産業費

712，007千円

(14.1 %) 

A 
長."

一一一

慣

4 

財政状況の公表
長浜町の財政事情の作成むよび公表に閉する条例

によりミド成元年度の財政状況を公表しますf

平成 2年 9月 長浜町ー長西凶洋

l:金重量 d金』玄室Z蓄すl
水道事業会討

医分 干?十 日 金額(千円)

託業収主主 193可882

~Y 営業外収益 48、287

五k 五十 242.169 

的 営業費用 138町275

~X 営業外費用 103、848

支 計 242.123 

純利益 46 

資 資本的収入 。
本
白j 資本的支出 33.093 
ヰ又
支 差 日[ ム 33.093

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額33可093千IIJは、前年度
分m益勘定問 r~~資金15 町 486干Pl及
び九年度分m益勘定留保資金17、6
07千I'Jで祁?とんした

工業用水道事業会計

Irx:分 不十 日 金額(千)1J ) 
営業収益 15，725 

~X 営業外収主主 9可821

五正 25，546 

常業費用 11、747

営業外費用 11，197 

支 五十 22，944 

純利益 2.602 

資 資本的収入 78叶000
本
自'-J 資本的支出 88.489 
~X 
支 差 51 ム 10.489

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額10町489千円は、前年度
分損詮勘定留保資金2‘224干円及
び当年度分損益勘定留保資金 8，2
65千円で補てんした。

費 (2.5..31 JlI存)

合計 I三分 件数 )1 1世帯当り 1人当り吉(i
現在額(T円 吉11 (千円) (千円)

自立 どZ〉く、 165 5町240守979 1，408 457 

本道事業会計 24 l守685可490 453 147 

工業用 1]'<'道事業会 ~I 13 165町143 44 14 

簡易水道事業特別会計 23 441，437 119 39 
住宅新築資金等貸

25 166可273 45 15 付事業特別会長十

百十 250 7、699可322 2、069 672 

開会

圏毘撞藤課隣

Ul A:仁下λ 予算額 937守110千円

ρ制包牟収入済額 989、636千円

叱コ事互の支出済額 883、527一千円

日 I 差 ヲI106、109千円

巨圏雪t昂詰鍵醸保験直営診藤所

一鵠最予算H一一…額ド一一……10.163千円轟融 収入済額 8町553千円

けしぶ: 支出済額 8，553千円

礎主i 差 引 0千円

予算額

収入済額

支出済額

差引

10，802千円

10，495千円

10，495千円

。千円

住宅新築資金等貸付事業

/主予算額

_ ¥11)'] 収入済額

|覇軍ト~支出済額
l闘再有下差 引

30，362千円

30、304千FIJ

30可304千円

。千円

簡易水道事業

口仁「 予算額 120，741千円

r ~ I ! 収入済額 119可966千円
I ~ 1'1 支出済額 119.966子円
終生j差 引 0千円

老人保鍵

G克彦主予算額 1，003，890千円
刀婦司収入済額 985可686千円

足L1¥支出済額 974可527千円
母校とμ 差 引 11，159千円

時海土地造成事業
訴::"m:::':-j亡?予算額 8，562、381千円

IUI.JI 収入済額 8，562，057千円
m~mt 支出済額 8 ， 562ρ57千円
片山汗訟羽左 引 O千円



にひ

田T ヰ見 入 556，874千円
たばこ消費税

3，722千円
(0圃7%)

特別土地保有税

191千円
(0固0%)

干見

軽自動車税

12，390千円
(2‘2%) 

町民税

285，809千円
(51.3%) 

込
!

1
使

qd

に
金
引

り
の

g

当
町
恥

帯

た

ぷ

世
れ

1

1
わ

5，262，742千円

五ヨとコ巴 〔

95，151千円 5ζU1千円 32，696千円 15，464千円10，613千円2，699千円
也笠!! l(1.1 %) ¥(0.6%) 也.3%) (ι2め(札0%)

地方制 5管理 財産収入|利子割交付金222その他
ー

円

i
/

こ
イ
千
三

~
F
=
-
A斗
岳

山
J

一

二
=
一
ゆ

A
-

;
1
:
 

;

ヲ

j

r
r
L
a
r
n
b
f
l
u
-

-

4

骨

内

4

』

1

1

 

!

円

l
/

一
一
ぜ
千
三

~
F
-
z
n
k
u
内
功
'
-

/

司

一

=
n
E
7
'
-

;

f

:

 

-
-
~
-
，
nu守
一

己
i
L
K
7
/
t
m

e
a
-
4開
V

凋

斗

』

d
句
内
ノ
'
-
s
E
E
E

‘、

}

円

l
/

(
)
J
1
¥
千ハ川一

、

四

一

臣

勾

ノ

』

a/

一

p

d

E

P

O
今

L

-

;

J

J

 

-

E

2

『
，
n
n
u
-

-

』

ミ

ハ

U
/
L
-

r
r
l
z
v
F
q
J
-

必
甥
d
'
A
“.
t

色、

よ三ヨ 主コ
121，571千円 117，616千円

L三笠ソ 也笠~)
使用料
手数料

国庫支出金 繰入金 繰越金 諸収入

間
2，495，104千円i

にどツ
地方交付税

長ミ
ビ.1%)) 

町税 県支出金

櫨事F

も国ま
平成元年畏
労働費 I 医院中 〉轟骨

十1，693千円- ~ .普門

商 (0.0%) -------一一一一473千円/イ所豆町議会費 1
↑円164，687千円(1 圃 O~Io) ILV ，~~，J .I，川 IU "'t '/~U:~!I: J¥¥ 
(2.4%) I 一 (1 園 3%)~1

380，783千円
(7.5%) 

播劫饗等

397，301千円
(7.9%) 

繰出金

147，862千円
(2.9%) 

歳

積三主金

民生費¥ 571，378千円
569，058千円¥ (11.3%) 
(11.3%) 

/ 公債

/V 658，918千円
(13.0%) 

公償責

658，939千円

(13.0%) 

回I 有財産 (2，;).3':' ，::}~，{j:l 

( 種 別 |金額千円

|一般財政調繋基金 357.967
川五民!建時保険財政調整基余 100.614
I I. 地開発基金 47，000
l減債基金 2凡 149
その他特定円的基金 425，792
同l¥':年金印紙購入基金 17、000
1出貸金 1日、528

fi十 i1，243守口50
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ま
め
力
士

残
っ
た

f
残
っ
た

f

ー
子
供
相
撲
大
会

i

九
月
五
日
、
長
浜
中
学
校
相
撲
場
で
、
長
浜
町
子
ど
も
相

撲
大
会
が
行
わ
れ
、
小
中
学
生
合
わ
せ
て
約
百
十
人
が
参
加

し
た
。

こ
れ
は
、
青
少
年
育
成

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
団

体
戦
・
個
人
戦
と
力
・
技

を
競
い
、
自
分
よ
り
大
き

い
力
士
を
投
げ
と
ば
す
と

い
う
一
幕
も
見
ら
れ
、
熱

戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

口

夏

休

み

轍

口

~

の

一

日

を

劉

口

と

会

子

供

と

と

沌

l

口

り

流

も

に

過

ご

量

一

F

口

、

。

よ

交

そ

う

と

、

守

口

む

年

の

し
3

1
、
レ
ペ

t

コ
あ
お
も
j
F
i

ミ『

戸

阪

で

ど

大

和

小

で

轟

臨

調

d

1
4
.
v
M
E小
子

大

和

老

人

E
h
門

〉
河
川
司
市

u

r

n

z

n

&

U

叫
d

b
i
@

針

制

什

ク

ラ

フ

町

一

…

:

滋

旧

可

一

応

(

藤

岡

喜

一

j
h
一
鱗

己

、

巾

~

代

夫

会

長

)

『

手

当

1

3

と
大
和
小
学
生
の
「
ム
何
年
寄
り
と
子
ど
も
の

日

ョ

談

話

会

」

が

行

わ

れ

た

。

~

午

、

ン

こ

れ

は

、

ク

ロ

ソ

ケ

ー

や

談

話

を

通

じ

て

、

ゴ

老

人

と

子

供

の

ふ

れ

あ

う

機

会

を

設

け

よ

う

リ
f
b

と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

ど

で

ク

ロ

y
ケ
l
大
会
や
談
話
会
行
わ
れ
た
O

J
折

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

白
三
バH
U
F
F
J

口

口

口

口

口

口

口

口

口

いかだで、分水反対

~青年連絡協議会~

長
浜
町
青
年
連
絡
協
議
会
(
大
成
山
豆
功
会
長
)
は
、
河
辺
川
ダ

ム
建
設
に
よ
り
、

生
活
用
点
、
漁

業
は
も
と
よ
り
、

将
来
の
町
の
振

興
発
展
に
も
多

大
な
影
響
が
予

想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に

反
対
す
る
い
か

だ
を
製
作
。
八

月
二
十
六
日
に
約
一
一
-
十
人
が
分
乗
し
、
大
洲
一
品
L
L

大
橋
か
ら
長
浜

大
橋
ま
で
一
卜
り
な
が
ら
流
域
住
民
に
分
水
反
対
を
呼
び
か
け
た
。

同
協
議
会
で
は
、
今
後
も
ダ
ム
対
策
協
議
会
と
の
連
携
を
取
り
、

積
極
的
に
対
応
す
る
方
針
で
あ
る
。

11 [甚
大←一-

2LE 
雲閣
子園

花
す
み
て
傾
き
始
め
し
稲
の
穏
に
宿
り

し
露
が
朝
日
に
光
る

大

津

邦

子

こ
の
年
に
逝
き
に
し
人
を
指
折
り
で
踊

り
の
太
鼓
一
人
聞
き
を
り菊
地
ス
ミ
ヱ

若
き
ら
が
車
で
職
場
に
行
く
あ
し
た
私

は
杖
っ
き
山
畠
登
る

久
保
シ
ゲ
子

台
風
の
去
り
し
吾
が
庭
一
面
に
尾
根
の

瓦
の
散
る
に
驚
く

仲

田

和

重

長
ら
く
の
願
ひ
か
な
ひ
で
高
野
山
長
き

参
道
を
親
子
で
歩
め
り
東

私

子

終
戦
日
正
午
の
サ
イ
レ
ン
黙
祷
し
戦
友

の
御
需
の
安
か
れ
と
祈
る藤
岡
喜
代
犬

好
き
嫌
い
す
る
孫
に
嫁
は
一
品
を
刻
み

で
か
く
し
食
卓
に
の
す
蔦
代
ナ
ガ
ヨ

il 日 ヨi立医院 電話番号

10/21 菊地医院 52 - 0209 

10/28 門厚医院 52 - 0202 

11/ :3 石村病院 52 - 0275 

11/4 清水医院 52 - 2883 

11/11 米 I11 医院 52 - 0165 

11/12 岡凹医院 52 - 0639 

11/18 沼地医院 52 - 0209 

院直出「一

み
ず
み
ず
し
き
甘
藷
の
蔓
を
返
し
つ
つ

藷
茎
食
み
し
頃
な
つ
か
し
む
村
上
テ
ル
子

刻
々
と
台
風
状
況
知
ら
さ
れ
る
覚
悟
は

す
れ
ど
不
安
先
立
つ

山

口

道

男

一
週
忘
の
亡
き
母
偲
ぶ
畦
道
に
炎
の
ご

と
く
咲
く
彼
岸
花

渡
辺
ス
マ
ゾ
T

N
H
K
学
園
の

通
信
講
座
で
学
羽
田
を

N
H
K
学
闘
で
は
、
枚
の
生
花
学
習

講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

教
委
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書
道

硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど
の
六

十
九
講
座
で
す
。

大
申
込
受
付
十
月
二
一
十
一
日
ま
で

大
案
内
書
(
無
料
)
を
ご
希
望
の
方
は

〒
-
八
六

O
一
東
京
都
国
立
市
寓

士
見
台
二

l
一-一十六

N
H
K
学
園
八

E
五
卜
一
係
ま
で

。
郵
便
番
号
、
作
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
お
よ
び
希
望
の
講
座
名
を
ハ
ガ

キ
に
明
記
し
請
求
し
て
下
さ
い
。

1※原則として往診は致しませんc
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一
九
番
の

H
」

十
月
は
夫
の
危
険
防
止

対
策
撞
進
月
間
で
す

愛ちゃん(白滝)

に
は
邪
魔
も
の

五
可
愛
い
い
仔
犬
も
、
末
に
は
猛

犬
じ
ハ
安
易
な
同
情
、
犬
一
芸
の
も
と

七
子
供
に
も
、
犬
の
正
し
い
飼
い

ト
刀
教
育
を

最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
。

「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
決
定
し
十
月

一
口
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
十
月
一
日
以
降
従

業
員
に
支
払
う
賃
金
は
、
一
日
一
一
一
千
七

百
九
卜
六
円
て
時
間
四
百
七
ト
五
円
)

以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
細
等
の
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
基
準
局
・
賃
金
課
ま
で
・
.

(
督
。
八
九
九
1

二

五

二

一

O

二

森

勺fb:: 

刊が寸

(
父
リ
憲
一
さ
ん
・
母
uu
房
愛
さ
ん

お
A-

事

喝

事

一

朝

に

日

を

つ

け

、

こ

れ

で

向

か

を

つ

く

圏

一

盟

、

ー

れ

な

い

か

と

与

え

ま

し

た

。

そ

し

て

谷

帯

広

報

省

側

斜

盆

阿

川

¥

い

符

を

粉

末

に

し

て

混

ぜ

た

円

そ

ぱ

μ

ル

る

さ

と

塾

主

宰

・

萩

原

が

誕

生

し

た

の

で

す

。

「

笹

そ

ば

」

、

わ
か
で
芝
居
ぐ
ら
い
見
せ
る
こ
と
を
や
こ
れ
が
爆
発
的
に
売
れ
て
い
る
そ
う

っ

た

ら

ど

う

で

す

か

」

で

す

c

す
る
と
、
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
の

H

自
信
を
も
っ
た
若
者
た
ち
は
、
わ

が
輝
き
、
す
ぐ
さ
ま
実
行
に
移
し
た
の
金
を
出
し
あ
っ
て
、
「
夢
・
食
・
人
」

で
す
。
「
よ
し
、
わ
れ
が
フ
ィ
ル
ム
を
と
い
う
有
限
会
社
を
つ
く
り
、
い
ろ

借
り
る
か
ら
映
画
会
を
や
ろ
う
」
商
工
い
ろ
新
し
い
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

会
の
会
長
が
か
つ
て
映
画
館
を
経
常
し
好
評
の
よ
う
で
す
。

て

い

た

人

で

、

話

が

と

ん

と

ん

拍

子

に

川

ま

ち
υ

も
商
品
な
の
で
す
。
そ
の

進
み
、
イ
ベ
ン
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
ち
に
愛
着
を
も
て
ば
、
む
の
ず
と

こ
う
し
て
、
『
た
だ
み
(
只
見
)
映
画
自
慢
の
き
る
も
の
の
一
つ
や
一
一
つ
は

祭

』

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

出

て

き

ま

す

。

足

元

み

れ

ば

、

材

料

会
場
は
一
周
外
に
セ

y
ト
し
、
ス
ク
リ
は
い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
す

|
ン
は
、
降
り
積
も
っ
た
一
%
で
ご
し
ら
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、

地
売
の
こ
と
を

μ日
一
じ
け

詰

コ

;

:

;

事

う

う

の

こ

と

を

よ

く

知

り

2
守

宅

1

〈

軍

4

《フ冒
d

e

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
ま
ち
を
訪
ね
て
案
内
し
て
も
ら
う

た
び
に
、
そ
う
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
か

ぎ
り
、
も
っ
と
も
っ
と
、
地
元
の
こ

と
を
知
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

う
の
で
す
。

H

白
慢
で
き
る
も
の
が
真
の
観
光

資
源
ω

と
い
う
こ
と
を
、
私
は
常
々

い
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
全
国

の
ま
ち
を
お
訪
ね
し
て
よ
く
耳
に
す

る
の
は
、
「
い
や
あ
、
こ
の
ま
ち
に

は
、
日
慢
で
き
る
も
の
は
、

な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
」

「
観
光
資
源
と
な
る
よ
う

な
材
料
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
c

初
め
か
ら
仰
な
い
な
い
づ

く
し
υ

で
そ
う
決
め
で
か

か
っ
て
は
、
何
も
生
ま
れ

ま
せ
ん
。

ま
ち
の
名
前
で

観
光
客
を
呼
ぶ

四
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で

す
が
、
福
烏
県
の
只
見
と

い
う
ま
ち
に
行
き
ま
し
た
。

地
元
の
有
志
の
方
た
ち
が
、
「
夏

は
ど
う
に
か
観
光
客
が
く
る
ん
で
す

が
、
冬
は
さ
っ
ぱ
り
で
す
よ
。
何
も

な
い
で
す
け
ど
、
い
い
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ね
」
と
口
々
い
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
只

見
と
い
う
ま
ち
の
名
前
が
あ
り
ま
す

よ
。
名
前
を
売
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
。
冬
、
人
が
こ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、 離欝鶴盤盤盤調融

No，11 

十
一
月
九
日
は
、
「
一

で
す
。「
一
一
九
番
」
に
火
災
発
生
を
通
報

す
る
と
き
、
場
所
や
状
況
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
が
、
消
火
活
動
は
-
刻
を
争
い
ま
す
。

一
一
九
番
」
は
、
落
ち
着
い
て
正

在
比
二

i
l
l
l
j
O

石川ド

fiy

~寸責ぬ
/ [lL[千壬 二二よ三士

一識ですコンニチハ;~' ~ム 「運高安
7 な フ動う易
たン、覚な
に 」散惰気

は の歩を持
愛始はち
犬末ヒで
ではモ飼
も 主司つ う
いき な

イ也 主で
人の死

人
の
心
の
痛
み
が
分
か
り
、
心
や
さ
し
く
、
誰
か
ら
も

愛
さ
れ
る
女
の
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
て
、

円愛
μ

と
名
付
け
ま
し
た
。

明
る
く
・
元
気
に
・
素
直
で
(
明
・
元
・
素
)
、
自
立
心

旺
盛
な
自
分
の
人
生
を
自
分
で
き
り
聞
く
こ
と
の
で
き
る
、

遣

し

い

ん

弘

れ

性

に

な

っ

宇

品

て

欲

し

い

生

口
u

と
思
い
ま

3
1
1よ

ナ
y

。

月ハリ
1
1
4
 
年一冗成平

茂
裕

え
ま
し
た
。
観
客
は
コ

l
ト
の
え
り
を

な
一
て
て
:
:
・
。

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
に
、
マ
ス
コ
ミ
が

書
き
た
て
ま
し
た
。
み
ん
な
が
自
信
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

笹
っ
葉
に
目
を
つ
け

観
光
資
源
に

そ
れ
ま
で

μ

何
も
な
い
μ

と
い
っ
て

い
た
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の

名
前
を
、
観
光
に
材
料
と
し
で
と
ら
え

た
の
で
す
。

笹
っ
葉
ば
か
り
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
た
人
た
ち
が
、
次
に
は
こ
の
笹
っ
葉
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音
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れtJ>r

芹良品
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i半々マ
子 f，;i
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備岸本印刷

や
さ
し
く
美
し
い
歌
声
は
聞
く
人
の

心
を
な
ご
ま
せ
、
豊
か
に
し
、
年
代
を

こ
え
て
多
く
の
フ
ァ
ン
の
支
持

組

を

得

て

い

る

。

日l
1
JハいV

一
王
主
な
ヒ
ツ
ト
曲
旦
一
四
季
の
歌

づ
赤
い
花
白
い
花
.
坊
が
づ
る
賛

日
涙
麗
歌
.
わ
も
い
で
の
ア
ル
、
パ
パ
二
ム
.

屋
寓
北
か
ら
、
等
ヒ

y
ト
曲
多
数

と
一
官
日
旦
酷
時E吋己}一
v十士ナ士一瓦月竺

Jd口(
蚕
金
)

山

ιf
午
後
七
時

1

ぶ
一
会
場
一
長
浜
高
校
体
育
館

6

{

共
演
一
長
浜
コ
ー
ラ
ス
a

か

じ
か
コ
ー
ラ
ス
・
木
の
実
コ
ー
ラ
ス
・

少
年
少
女
合
唱
団

印刷乎成2年10月10日発行

く
ら
し
の
知
恵
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

平成2年10月号

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー

「
く
ら
し
の
知
恵
」
を
原
稿
用
紙
に

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

広報ながはま

ゑ
務
マ

長
選
出
麟
多警，

{
応
募
方
法
一
衣
・
食
・
住
・
健
康
・

習
慣
な
ど
、
く
ら
し
に
役
立
つ
知
恵
や

情
報
に
限
り
、
一
題
に
つ
き
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
一
・
五
枚
以
内
と
し
、
縦
書

き
の
口
語
体
で
「
ま
す
体
」
と
し
ま
す
。

原
稿
用
紙
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

{
資
格
}
愛
媛
県
内
に
居
住
す
る
人

一
応
募
先
一
一
T
七
九
一
松
山
市
山
越

町
四
五

O
番
地
愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ

ー

愈

O
八
九
九
|
一
一
六
|
二
六

O
三

睦@j毎@空
一
応
募
資
格
]
十
八
歳
以

土
、
二
十
七
歳
未
満

一
給
与
}
初
任
給
(
十

二
万
一
千
円
)
期
末
、
勤
勉
手
当

(
年
三
同
一
合
計
五
・
一
か
月
分
)
の

他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件

等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

寄
付
探
納

。
長
浜
の
清
水
一
徳
さ
ん
・
:
一
要
素
直

記
式
心
電
計
を
青
島
診
療
所
へ
。

O
長
浜
の
大
庭
正
幸
さ
ん
-
:
小
説
五
十

一
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

8
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

長

浜

島

津

信

喜

長

男

喜

由

貴

白

滝

清

水

学

長

男

大

樹

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

{
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
ザ

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
日

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
)
満
了
時
世

一
百
日
(
四
十
五
万
六
千
三
百
円
)
吋

一
任
期
(
三
年
・
海
上
、
航
空
)
満
日

了
時
一
百
五
十
日
分
(
七
十
一
万
一
一
日

干
円
)
そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
が

に
、
二
百

H
分

l

七

十

五

日

分

吋

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
世

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
密

μ

~

4
1
2
3
)
ま

で

。

世

上上 今沖1+¥櫛沖下出
老老柴 須
松松 坊浦海生浦戒 j毎

兵堀大賀松門城山松畑
頭弁野栄岡口戸田同山

秀英政一宏 英光永
実司一直仁和清典寛治

長

男

期

二

男

孝

司

長

男

誠

-
一
男
恭
平

二

男

誠

司

二
女
理
恵
子

二

女

悠

長

男

裕

輝

長
女
ま
な
つ

長
女
沙
希
子

8
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

沖

浦

鎌

田

満

穂

(

八

二

ニ

出

海

出

海

ハ

ル

コ

(

七

五

)

出

海

木

町

正

俊

(

九

O
)

下

須

戎

山

木

太

郎

吉

(

八

六

)

白

滝

大

西

シ

ゲ

ル

(

六

三

一

)

上

老

松

二

宵

政

夫

(

九

二

一

)

沖

浦

稲

本

作

市

(

六

六

)

お
く
や
み

昌一鵜

後
記
霊

十月のことを古来神無月(か

みなづき)という。全国の神

様が誰と誰を結婚させるかと

評定するため縁結びの総元締

出雲大社に集合するため、国

ぐにには神様が留守になるか

らだそうだ。ところがかみな

づきとは本来は神々の祝いさ

かえる月、神の月、の意味だ

ともいわれる。この説の方が

どうももっともらし L迎。とい

うのもこの月には全聞いたる

地方で秋祭が盛大に行われ、

峨や御神燈がかかげられお神

輿の御旅所へのお成り、牛鬼、

獅子舞、五鹿等のアトラクシ

ョン、家々では山海の珍昧を

山盛りにしてお客をもてなす。

神様が居なくてはこれ程最大

級の祭礼が営まれる筈はなしミo

A この鎮守の秋祭り主は、も

ともと農民が五穀豊穣を神謝

しこれを祝うものであるが最

近の農業事情の変化や社会構

造の変化は祭りの様相も著し

く変えつつあるようだ。第一

に肝じんのお神主さんが少く

なって本格的祭典が行われ難

い。次には主役となるべき若

い家が極端に減少、 :f:i神輿を

組ぐにも事欠く。最も大切な

ことは木義であった農産物の

豊年満作を祝い感謝する気持

が素直にうけつがれるのかど

うか。十月だけで、なく一年中

神無月になりそうで A抹の淋

しさを禁じ得ない。

朝
、
タ
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
一

段
と
秋
ら
し
さ
を
感
ピ
ま
す
、

秋
と
言
え
ば
、
カ
キ
・
柿
(
個
人
的

な
意
見
で
す
が
!
)
柿
は
、
こ
の
時
期

な
ら
で
は
の
も
の
で
、
果
物
の
季
節
感

が
う
す
れ
た
と
青
わ
れ
る
中
に
あ
っ
て

健
闘
し
て
い
る
果
物
の
ひ
と
つ
と
一
一
一
円
え

ま
す
。
学
名
を
二
ア
ィ
オ
ス
ピ
ロ
ス
・

カ
キ
ω

と
い
い
、
名
付
け
親
は
、
ス
ウ

工

l
デ
ン
の
植
物
学
者
「
ツ
ン
ベ
ル
ク
」

で
す
。
二
ア
ィ
オ
ス
ピ
ロ
ス
u

と
は
、

「
神
が
食
べ
る
果
物
に
以
た
昧
」
の
意

味
だ
そ
う
で
す
。
素
敵
な
意
味
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
ピ
で
し
た
か
?

こ
の
よ
う
に
、
人
間
に
よ
っ
て
作
り

だ
さ
れ
た
一
言
葉
に
は
、
意
味
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
興
味
の
あ
る
も

の
か
ら
素
敵
な
意
味
を
・
・
・
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
!

しミ

数

人口をふやしましょう

8月末現在 前月との上七車交

11、400人 9人増

人 口 (男 5，3仙人) (男1人増)
1ζ6‘036メ、 女 8人増

世帯数 3司726世帯 2世帯増

帯世口人


